
　ＬＭＣ 守門岳大雪庇ツアー/登山記　

1.　場所 ：守門岳（袴岳）1537.2ｍ 大岳1432ｍ 宿泊：刈谷田ニューホテル

2.　月日 ：2013年4月13,14日　（1泊2日）

3.　天候 ：快晴、視界良好、　山頂付近はやや風強し、他はほぼ無風。 14日予報：日中気温：21℃

4.　参加者：ＬＭＣ 6名（以下敬称略） 櫻井Ｌ、佐野、勝沼、阪西、星、川村 ツアー：34名

5.　コース ：14日　6：30 登山開始（二分）→保久礼（小休止）→キビタキ小屋（小休止）→大岳山頂着
　/記念写真他→大岳山頂より中津又岳経由下山→ 保久礼着（昼食）→14：40 二分着解散

【登山開始～解散迄】 合計 8時間余　/・登下山：6時間余、　・休憩・昼食・展望：約2時間

6. 守門岳 ：ご承知済みと思いますが新潟県・守門岳は大岳、星雲岳、袴岳の3つの三群から構成。
　その中の最高峰である袴岳を指して【守門岳】と呼ばれている。
　守門大岳から袴岳間一帯の大雪庇は実に見事。　強い北西風により張り出された大雪庇は
　東洋一と言われています。　雪によって美しい稜線を描き守門岳の姿を一層引き立てています。

☆　第1日目・13日　
　　　 ・池袋駅高速バス停を定刻10時に櫻井、佐野、阪西、川村4名が元気に乗車出発。

・自家用車組勝沼、星が宿泊【刈谷田ニューホテル】に先着で16時前に合流し6名となる。

・荷物を置き即刻、酒盛り・懇談開始。　温泉風呂で裸付き合い後18時より越後の味
　満載の夕食。　翌日に待っている厳しい登山はしばし忘れ酒とビールで元気倍増！！

・明日に備え全員深酒は自粛し早めの就寝。　ＬＭＣメンバー【無言の掟】は立派。

☆　第2日目・14日
・ホテルの美味しい本場＜コシヒカリ＞の朝食を戴き5：50にホテルのミニバスで出発。

・朝は肌寒いものの終日好天の予報に気を良くして登山口に到着。

・ＬＭＣ 6名、ガイド 6名を含め新潟県内外併せ合計34名大部隊ツアーは意気軒昂。

・スノーシューを装着し登頂。　保久礼（小屋）で小休止後”標高差”1432－761＝671ｍ
　の大岳山頂迄2時間余は登り一直線の急勾配でまさに＜胸突き八丁＞。

・山頂を目指した登頂中の絶景は”苦しさをしばし忘れる”に十分。眼下に越野広野あり。
　その先の西に見えるは弥彦山634ｍ。（東京スカイツリーと同じ高さで最近話題）　
　冠雪十分の越後駒ケ岳2002.7ｍ、米山992.5ｍ、粟ヶ岳1293ｍ等々が視界に入り最高。

・大岳山頂ではお目当て【大雪庇】を堪能して感激。　ツアー記念写真に収まり満足。

・下りは天候良好により予定通り【中津又岳】経由夏場は登山道でない道なき道を
　スノーシューを使える環境で一気に下山。　昼食は温かいミニうどんのサービスあり。

・登山口・二分には予定より30分余早めに到着解散式となった。

・ＬＭＣ 6名は新幹線帰宅組、実家帰宅組等々に分散し心地よい疲労と雪焼けを土産に
　無事帰還を喜びながら再会を約し帰路へ。

　　ーおわりー

2013-4-14　(川村）


